
佐
久
間
鼎
博
士
略
年
譜
お
よ
び
著
述
目
録
稿

，-、

一

、ーー_J

佐

久

間

鼎

博

士

略

年

明
治
二
十
一

年
九
月
七
日

千
葉
県
東
金
市
に
生
ま
れ
る。

明
治
三
十
九
年
三
月

千
葉
県
立
千
葉
中
学
校
卒
業

明
治
四
十
年
九
月

第
一

高
等
学
校
入
学

明
治
四
十
三
年
七
月

第
一
一
品
等
学
校
卒
業

明
治
四
十
三
年
九
月

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
入
学

大
正
二
年
七
月

同
科
卒
業
(
心
理
学
専
修〉

大
正
二
年
九
月

東
京
帝
国
大
学
大
学
院
入
学

(
国
語
の
音
声
学
的
研
究
に

従
事す)

杉
井
幾
三
郎
氏
の
長
女
富
貴
子
氏
と
結
婚

東
京
帝
国
大
学
大
学
院
満
期

日
本
大
学
予
科
教
授
応
嘱

文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る。

文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
心
理
学
研
究
の
た
め
ド
イ

ツ
・

フ
ラ
ン
ス
に
留
学。

大
正
四
年
十
一

月

大
正
七
年
九
月

大
正
九
年
四
月

大
正
十
二
年
六
月

大
正
十
二
年
九
月

神

作

ヨ在
日日
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光

編

在
外
研
究
か
ら
帰
朝

九
州
帝
国
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
法
文
学
部
勤
務、

心
理
学
講
座
担
任)
。

昭
和
二
年
四
月

九
州
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
長

昭
和
十
三
年
三
月

九
州
帝
国
大
学
評
議
員

昭
和
十
七
年
五
月

九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
長

昭
和
十
八
年
四
月

日
本
諸
学
振
興
委
員
会
哲
学
専
門
委
員

昭
和
十
九
年
四
月

学
術
研
究
会
議
会
員

昭
和
二
十
一

年
十
月

国
語
審
議
会
委
員

昭
和
二
十
一

年
十
一

月

教
員
適
格
審
査
に
お
い
て
適
格
と
判
定
さ
れ
る。

昭
和
二
十
四
年
三
月

九
州
大
学
教
授
退
職

昭
和
二
十
五
年
五
月

九
州
大
学
名
誉
教
授

昭
和
二
十
七
年
十
一

月

東
洋
大
学
専
任
教
授
(
心
理
学、

国
語
学
担
当)

昭
和
三
十
三
年
五
月

国
語
学
会
公
開
講
演
会
で
「
話
線
に
お
け
る
構
文
の
姿」

大
正
十
四
年
十
月

大
正
十
四
年
十
一

月



(
於
東
洋
大)

を
講
演。

昭
和
三
十
五
年
十
二
月

東
洋
大
学
学
長
に
選
任
さ
れ
る。

昭
和
三
十
六
年
四
月

国
際
キ
リ
ス
ト
教
大
学
教
養
学
部
語
学
科
客
員
教
授

昭
和
三
十
八
年
五
月

東
洋
大
学
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
研
究
所
長

昭
和
三
十
九
年
六
月

願
い
に
よ
り
東
洋
大
学
学
長
を
辞
す。

昭
和
三
十
九
年
九
月

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
喜
寿
記
念
会
が
開
催
さ
れ
る。

大
正
二
年

佐久間鼎博士略年譜および著述目録稿

大
正
六
年

大
正
八
年

大
正
九
年

大
正
十
一

年

大
正
十
二
年

昭
和
四
年

r-ー「一
一

、一一�

佐

久

間

鼎

博

士

著

(
A)

 

行

本

単一円
.町村
一弘
宗
教
的
経
験
の
種
々
(
上)

佐
藤
繁
彦
氏
と
共
訳。
(
星
文
館)

国
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
〔
心
理
学
双
書
第
五
冊〕

(
心
理
学
研
究

会〉国
語
の
発
音
と
ア
ク
セ
ン
ト
(
同
文
館)

ミ
ユ
ン
ス
テ
ル
ベ
ル
グ
心
理
学
と
人
生

佐
久
間
ふ
き
子
氏
と
共
訳。
(
内
田
老
館
岡〉

リ
ズ
ム
と
人
生
〔
近
世
心
理
学
文
庫〕
(
心
理
学
研
究
会)

ウ
オ一
フ
ス
社
会
の
欠
陥
と
道
徳
の
新
紀
元

佐
久
間
ふ
き
子
氏
と
共
訳。
(
方
文
閣)

増
訂
国
語
の
発
音
と
ア
ク
セ
ン
ト
(
同
文
館)

国
語
ア
ク
セ
ン
ト
講
話
(
同
文
館)

日
本
音
声
学
(
京
文
社)

国
語
音
声
学
講
話
(
同
文
館)

昭
和
四
十
年
四
月

東
洋
大
学
名
誉
教
授

昭
和
四
十
年
十
月

紫
綬
褒
章
を
受
章

昭
和
四
十
一

年
四
月

東
洋
大
学
文
学
部
兼
任
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る
。

昭
和
四
十
一

年
十
一

月

日
本
学
士
院
会
員
(
心
理
学)

昭
和
四
十
三
年
四
月

東
洋
大
学
社
会
学
部
兼
任
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る。

昭
和
四
十
五
年
一

月
九
日

死
去
(
享
年
八
十
一
歳)

述

目

録

稿

昭
和
五
年

昭
和
六
年

昭
和
七
年

昭
和
八
年

昭
和
九
年

昭
和
十
一

年

昭
和
十
二
年

昭
和
十
四
年

昭
和
十
五
年

昭
和
十
六
年

付
H

W

W

ガ
ン
グ
ゲ
シ
タ
ル
ト
心
理
学
〔
翻
訳〕
(
内
田
老
鶴
岡)

一

般
音
声
学
|
発
音
と
発
声
(
内
田
老
鶴
間)

ゲ
シ
タ
ル
ト
心
理
学
の
立
場
〔
ゲ
シ
タ
ル
ト
の
問
題
と
学
説

I
〕
(
内
田
老
鶴
園)

運
動
の
知
覚
〔
ゲ
シ
タ
ル
ト
の
問
題
と
学
説
E
〕
(
内
田
老
包

囲)国
語
音
声
学
概
説
(
同
文
館)

ゲ
シ
タ
ル
ト
心
理
学
(
訳
本〉

訂
正
増
補
(
内
田
老
鶴
圃)

現
代
日
本
語
の
表
現
と
語
法
(
厚
生
関)

空
間
行
動
と
知
覚
の
発
展
〔
ゲ
シ
タ
ル
ト
の
問
題
と
学
説
V〕

(
内
田
老
鶴
園〉

音
声
と一一E一口
語
ー
そ
の
心
理
学
的
研
究
〔
ゲ
シ
タ
ル
ト
の
問
題

と
学
説
明H〕
(
内
田
老
鶴
園)

現
代
日
本
語
法
の
研
究
(
厚
生
閣)

日
本
語
の
特
質
(
育
英
書
院)

実
践
日
本
音
声
学
〈
同
文
書
院)
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昭
和
十
七
年

昭
和
十
八
年

昭
和
十
九
年

昭
和
二
十
三
年

昭
和
二
十
六
年

昭
和
二
十
七
年

昭
和
三
十
年

昭
和
三
十
四
年

昭
和
四
十一
年

昭
和
四
十
二
年

昭
和
四
十
三
年

大
正
四
年

大
正
四
i
五
年

大
正
五
年

日
本
語
の
た
め
に
(
厚
生
閣〉

ゲ
シ
タ
ル
ト
心
理
学
の
立
場
|
体
制
的
全
体
の
事
理〔
増
訂
版〕

(
内
田
老
鶴
岡〉

日
本
語
の
言
語
理
論
的
研
究
(
三
省
堂)

窓
識
〔
哲
学
新
書〕
(
雄
山
閣)

神
秘
的
体
験
の
科
学
(
光の
萱房〉

ゲ
シ
タ
ル
ト
心
理
学
〔
ア
テ
ネ
新
書〕
(
弘
文
堂〉

日
本
語
学
〔
朝
日
新
講
座〕
(
朝
日
新
聞
社〉

現
代
日
本
語
の
表
現
と
語
法
〔
復
興
増
訂
版〕
(
恒
星
社
厚
生

閣〉現
代
日
本
語
法
の
研
究
〔
復
興
増
訂
版〕
〈
恒
星
社
厚
生
閣)

日
本
語
の
か
な
め
|
音
韻
と
語
法
の
法
則
(
刀
江
容
院)

標
準
日
本
語
の
発
音・
ア
ク
セ
ン
ト
(
恒
産
社
厚
生
閣)

日
本
語
の
言
語
理
論
(
恒
星
社
厚
生
閣)

現
代
日
本
語
の
表
現
と
語
法
〔
増
補
版〕
(
恒
星
社
厚
生
閣)

日
本
的
表
現
の
言
語
科
学
(
恒
星
社
厚
生
閣)

増
補
版
標
準
日
本
語
の
発
音・
ア
ク
セ
ン
ト
(
恒
星
社
厚
生
閣)

(
B)
 
論
文、
そ
の
他

音
の
結
合
「
心
理
研
究」
七
ノ
二

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
果
し
て
何
物
?
(
上・
下)
「
心

理
研
究」
八
ノ
五、
九
ノ一

東
京
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
そ
の
言
語
心
理
上
の
怠
味
(
上・

中・
下)
「
心
理
研
究」
一
O
ノ一
、
三、
六

国
語
読
本
の
ア
ク
セ
ン
ト(一
t
四)
「
小
学
校」
一一一
ノ
七、

大
正
八
年

大
正
九
年

大
正
十
四
年

昭
和
二
年

昭
和
三
年

昭
和
五
年

昭
和
六
年

八、
九、
一
O

国
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
就
い
て
「
国
語
教
育」

言
葉
の
調
子
と
感
情
の
表
出
(
上・
下〉
「
心
理
研
究」
一
七

ノ
二、
三

口一四
ω叩FH-nrHロロ岡
田口口orc
g円四同
ロロ円四
r-ロord-
R
R

or
V
2冊
目ロ
回目
唱。間口口問
匡ロ仏
仏曲凹
NE2白口弘刊日向O
B
B叩ロ

仏巾回
、H，F
丘町ロ巾向
島一昨
2・
(
内定
ミ
ド
R2.wH
ロロ円山
内ぬ諸島、

九叫ぬ』伊
53Q)「HU凹可口yo-o間一凹口}岡市

明DH凹nyEロ開」

回仏・
∞・

田町一円ロロ一
』ロピロ帥
ω司門戸ロ岡町一円

ア
ク
セ
ン
ト
論
に
つ
い
て
「
心
理
学
研
究」
二
ノ
三

詩
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
「
心
理
学
研
究」
三
ノ
二

美
的
体
験
の
本
質
「
哲
学
雑
誌」
五
O
O
号
記
念
号

宮
田
氏
の
新
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
観
に
つ
い
て
「
音
声
学
協
会

会
報」
九

0
5
河口口四
《目。回
ω巾ロrロロ岡田
岩山口
-s
z
z
ι
号
、口
丘町ロ・

巧白}同Hロ叩ゲ
ヨロロ同・
(
同門
句bh一宮
ヨb
R3n凡
凶3・
吋AHha
~芯)
「
心

理
学
研
究」
Z司
君
ω由比四日
〈O}・
同-
Z0・
y
明，巾『・

音
声
言
語
と
表
情
音
声
「
心
理
学
研
究」
五
ノ
二

ア
ク
セ
ン
ト
研
究
の一
資
料
「
音
声
の
研
究」
E

音
声
の
研
究
第
2
集
を
読
ん
で
「
音
声
の
研
究」
E

視
空
間
の
非
等
質
性、
非
等
方
性
「
日
本
学
術
協
会
報
告」

第
六
巻

基
調
的
意
識
(
怠
識
の
成
態へ
の
序
説)

「
松
本
亦
太
郎
博
士
記
念
論
文
集、

心
理
学
及
び
芸
術
の
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昭
和
七
年

昭
和
八
年

昭
和
九
年

佐久間鼎博士略年譜および著述目録稿

昭
和
十
年

昭
和
十一
年

研
究」
上
(
改
造
社〉

術翠聞
に
つ
い
て
「
心
理
学
研
究」
六
ノ
六

言
語
の
原
理
的
考
察
へ
の一
途
「
言
語
と
文
学」
(
台
北
国
語

国
文
学
会)
第
六
集

京
都
語
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
「
音
声
の
研
究」
W

現
象
と
し
て
の
「
お
と」
「
心
理
学
研
究」
七
ノ
四

「
日
本
音
声
学」
の
批
判
を
読
む
「
音
声
の
研
究」
(
音
声
学

協
会
編
集〉
第
V

音
声
学
概
説
〔
国
語
科
学
講
座
8〕
(
明
治
書
院)

音
声
心
理
学
〔
国
語
科
学
講
座
m〕
(
明
治
書
院)

日
本
音
声
学
〔
世
界
音
楽
講
座
即日、
幻〕

「
最
近
の
心
理
学
概
説」
(
小
野
鳥
右
左
雄
著)
を
読
む
「
心
涯

学
研
究」
九
ノ一

音
響
心
理
学
を
め
ぐ
っ
て
「
心
理
学
研
究」
九
ノ
二

言
語
の
心
理
学
的
考
察
〔
久
保
猪
之
吉一縮、
耳
鼻
咽
喉
科
全
書〕

国
語
音
韻
論
〔
日
本
文
学
講
座〕
(
改
造
社)

音
声
的
描
写
に
よ
る
語
構
成
〔
藤
岡(
勝二)
博
士
功
績
記
念

言
語
学
論
文
集〕
〈
岩
波
書
応)

。
。
ロ
可
F
E
t
o
ロ
b
--
b
Z
内山
由
。
岡
田弘
己
目
。
ロ
g
z

q
己
口
内山
口
O
ロ・

凹
O
ロ
ロ
0
』
向W
MU
O
ロ
曲一m
m
〔吋]

「
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
紀
要
第
三
巻」
(
高
松
義
雄
氏
と

の
共
同
著
作〉

空
間
知
覚
の
発
生
「
日
本
学
術
協
会
報
告」
一
O
ノ
二

総
主
を
も
っ
構
文
の
特
性
「
国
語
と
国
文
学」
一一ニ
ノ一
O

(
第一
五
O
号)

昭
和
十
二
年

昭
和
十
三
年

昭
和
十
四
年

昭
和
十
五
年

訳
本
(
ゲ
シ
タ
ル
ト
心
理
学)
の
批
判
に
答
え
る
「
心
理
学
研

究」
十
ノ
二

い
わ
ゆ
る
神
秘
的
体
験
と
神
秘
主
義
「
科
学
評
論」
(
福
岡
に

お
け
る
科
学
文
化
協
会)
一
ノ一
(
創
刊
号)

思
惟
必
然
の
論
法
「
科
学
評
論」
一
ノ
二

然
照
体
験
の
意
義
〔
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
十
周
年
記
念

哲
学
史
学
文
学
論
文
集〕
(
岩
波
書
庖)

言
語
に
お
け
る
水
準
転
移
〔
速
水
博
士
還
暦
記
念
心
懲
学
哲

学
論
文
集〕
(
岩
波
書
庖)

言
語
の
社
会
心
理
学
的
考
察
「
日
本
学
術
協
会
報
告」
一一一

ノ
三

生
活
空
間
の
心
理
生
理
学
「
科
学
評
論」
ニ
ノ一

文
芸
の
科
学
「
科
学
評
論」
二
ノ
三

最
近
に
お
け
る
精
神1
身
体
問
題
の
論
議
「
科
学
評
論」
ニ

ノ
一
O、
一
一

音
韻
の
ず
れ
「
音
声
の
研
究」
W

黙
照
体
験
の
科
学
的
考
察
「
科
学
評
論」
三
ノ
三

ゲ
シ
タ
ル
ト
心
理
学
の
将
来
「
科
学
ぺ
ン」
三
ノ
四

否
定
的
表
現
の
意
義
「
理
想」
八
七
l
八
八

吸
着
語
の
問
題
「
国
語
国
文」
八
ノ一
O

形
態
と
機
能
「
科
学
評
論」
二
O
t
二一

ゲ
シ
タ
ル
ト
心
理
学
に
お
け
る
時
間
「
科
学ぺ
ン」

ゲ
シ
タ
ル
ト
心
浬
学
を
め
ぐ
っ
て
「
科
学
評
論」
一ニ
O

国
語
教
育
へ
の
新
事
態
「
解
釈
と
鑑
賞」
三
八

日
本
語
の
論
理
的
表
現
〔
安
藤(
正
次)
教
授
還
暦
祝
賀
論
文

151 



昭
和
十
六
年

昭
和
十
七
年

昭
和
十
八
年

昭
和
二
十一
年

昭
和
二
十
四
年

昭
和
二
十
六
年

集〕
(
三
省
笠)

現
代
語
の
表
現
「
標
準
語
と
国
語
教
育」
(
国
語
教
育
学
会)

行
動
の
環
境
「
科
学
評
論」
三
七

新
し
い
語
法
〔
国
語
文
化
講
座〕
(
朝
日
新
聞
社)

構
文
と
文
脈
「
言
語
研
究」
九
(
日
本
言
語
学
会
編
集)

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
「
演
劇」
一
ノ一
(
創
刊

号〉
(
畝
傍
書
房)

日
本
語
の
語
法
の
諸
問
題
「
日
本
語」
二
ノ一

(
日
本
語
教

育
振
興
会)

日
本
語
普
及
と
英
語
教
師
「
日
本
語」
二
ノ
九

大
東
亜
共
通
語
と
し
て
の
日
本
語
「
国
語
文
化」
二
ノ
五

(
育
英
書
院)

単
語
と
ア
ク
セ
ン
ト
『
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト』
日
本
方
言
学

会)
所
収

敬
譲
の
表
現
の
言
語
理
論
的
考
察
『
心
理
学
新
研
究』

〔
松
本
先
生
喜
寿
記
念
心
理
学
論
文
集〕
(
岩
波
舎
庖〉

動
詞
の
う
け
み
「
コ
ト
パ」
終
刊
号

国
語
表
記
の
ロ
ー
マ
字
化
10
式
ラ
テ
ン
字
の
提
唱
「
自
由
評

論」
一
ノ
九

日
本
語
の
本
領
と
そ
の
改
善
の
方
途
「
人
間
科
学」
第
二
号

(
日
本
応
用
心
理
学
会)

コ
フ
カ
に
つ
い
て
「
心
理
学
研
究」
一
九
ノ
三
四

、H，y巾帥門同ロn
ZHO
D『円ro
u「曲目U白口市凹巾]白口開口白岡叩
〔∞ロロ
2
5

0同

己認
明白ncru、
D間
同70
円、一丹市同EmH
EH円四
口『
同ハ可巴凹}ME

C
2
23Eu、.
Z0・
H]

昭
和
二
十
九
年

昭
和
三
十
年

昭
和
三
十一
年

昭
和
三
十
二
年

昭
和
三
十
三
年

ア
ク
セ
ン
ト
の
認
識

寺
川
喜
四
男・
金
田一
春
彦・
稲
垣

正
幸
氏
共
編
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
論
双』
(
法
政
大
学
出
版
局)

所
収
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発
言
の
場、
話
題
の
場、
課
題
の
場
「
国
語
国
文」
二
三
ノ

一
一
(
京
都
大
学
国
文
学
会)

一
般
言
語
学
の
動
向
「
言一
語
研
究」
二
六
i一一
七

リ
ズ
ム
の
単
調
を
破
る
に
は
「
乙
と
ば
の
研
究
室」
v
l
あ

す
の
日
本
語
l(
日
本
放
送
協
会
編)

国
語
音
声
学、
付
標
準
発
音
の
学
習
指
導
〔
新
国
諸
国
文
学

講
座
I〕
(
黄
鶴
世官
房〉

頓
悟
要
門
〔
現
代
禅
講
座
V、
何
を
読
む
べ
き
か〕

書
庖)

(
角
川

文
法
の
単
位
〔
日
本
文
法
講
座
I、
総
論〕
(
明
治
書
院)

修
飾
の
機
能
〔
日
本
文
法
談
座
V、
表
現
文
法〕(
明
治
容
院)

『
心
理
学
事
典』

中
の
諸
項
目
八
環
境・
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心

理
学・
場・
心
身
の
問
題・
き口
語
心
理
学
V
そ
の
他
(
平
凡

社)心
理
学
お
よ
び
構
造
言
語
学
に
お
け
る
場
虫
色色
の
概
念
に

つ
い
て
「
国
語
学」
第
辺
集
(
国
語
学
会)

西
欧
論
理
思
想
の
あ
ゆ
み
〔
こ
と
ば
の
科
学
講
座
町、
乙
と

ば
と
論
理〕
(
中
山
書
庖)

日
本
語
の
論
理
性
と
情
動
性
〔
乙
と
ば
の
科
学
講
座
w、
乙

と
ば
と
論
理〕
(
中
山
舎
応)

構
文
論
の
諸
問
題
「
国
語
国
文」
二
七
ノ
五
(
京
都
大
学
国
文

学
会)



昭
和
三
十
四
年

佐久間鼎博士略年譜および著述目録稿

昭
和
三
十
五
年

昭
和
三
十
六
年

昭
和
三
十
七
年

昭
和
三
十
八
年

国
語
の
標
準
音
声
〔
国
語
教
育
の
た
め
の
国
語
講
座
2、
音

声
の
理
論
と
教
育〕
(
朝
倉
誓
庖)

小
学
校
時
代
の
思
い
出
(
随
想)
「
児
童
心
理」
第一
四
三
号

(
金
子
書
房〉

「
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
特
色」
を
め
ぐ
っ
て
「
言
語
生
活」

八
六
号
(
筑
摩
書
房)

語
構
成
に
お
け
る
音
韻
の
表
現
価
「
文
学
論
藻」
第一
三
号

(東洋
大
学国語
国
文学会編
集〉

中
舌
母
韻
に
つ
い
て
「
音
声
学
会
会
報」
第一
O
O
号
吉

本音
声
学会)

国
語
審
議
会
で
き
め
た
「
送
り
が
な」
に
つ
い
て
「
と
と
ば

の
教
育」
一
O
八
号
〈ロ
ーマ
字
教
育
会〉

構
文
の
初
歩
「
児
童
心
理」
第一
五
七
号
(
金
子
書
房)

話
線
に
お
け
る
構
文
の
発
生・
発
達
「
計
量
国
語
学」
日

動
作
を
表
現
す
る
構
文
と
そ
の
構
造
図
式
「
国
語
学」
第
U

築
〈国語
学会)

言
語
時
評
「
言
語
生
活」
一
一
五
i一
二
O
号
(
筑
摩
書
房)

「
で
あ
る」
と
「
で
す」
「
だ」
「一
言
語
生
活」
一
二
三
号(
筑

摩
書
房)

構
文
論
の
立
場
「
日
本
語
教
育
の
た
め
に」
(I
C
U
編〉

「
構
文
論
に
つ
い
て」
一
九
六
二
年
要
旨

総
機
械
化
時
代
と
人
間
「
育
淵」
第一
五
七
号
(
竜
門
社)

お
も
い
で
「
九
州
大
学
文
学
部
同
窓
会
会
報」
第
五
号

日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
目
覚
め
「
国
語
研
究」
第一
七
号

(
国
学院
大
学国語
研
究会〉

昭
和
四
十
年

心
理
学
教
室
の
乙
と
「
九
州
大
学
文
学
部
同
窓
会
会
報」
第

八
号

現
代
かな
づ
か
い
の
修
正
に
つ
い
て
「
言
語
生
活」
第一
七

八
号
(
筑
摩
書
房)

「
生
涯
の
た
め
に」
学
ぶ
「
教
育
と
医
学」
第一
五
四
号(
慶

応
通
信
K
K)

日
本
語
の
体
言
の
構
文
機
能
に
よ
る
系
列
化
「
日
本
学
士
院

紀
要」
二
六
ノ一

昭
和
四
十一
年

昭
和
四
十
三
年

八
-
者
付
記
V

O
略
年
譜
は、
佐
久
間
博
士
ど
自
身
の
手
に
な
る
履
肢
舎
を
基
礎
と
し
て
作
成
し
た。
な
お、
E
の
略
年

詩
作
成
に
あ
た
勺
て
種
々
お
教
え
を
い
た
だ
い
た
佐
久
間
博
士
の
ど
遺
族、
九
州
大
学
お
よ
び
東
洋
大

学
K
対
し、
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る。

。
著
述
目
録
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は、
佐
久
間
博
士
自
撰
の
「
著
作
目
録」
(『
日
本
語
の
か
な
め』
巻
末

所
収)
お
よ
び
「
著
書
論
文
年
表」
(『
日
本
語
の
言
語
理
論』
巻
末
所
収)
を
基
礎
と
し
た。
と
り
わ

け、
後
者
は、
佐
久
間
博
士
の
解
題
を
伴っ
た
詳
細
な
も
の
で
あ
る
の
で、
あ
わ
せ
て
ど
参
照
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る。
な
お、
乙
の
著
述
目
録
稿
花、
心
理
学
関
係
の
文
献
を
も
併
掛相
し
た
の
は、
佐

久
間
博
士
の
哲
学・
音
声
学・
言
語
学・

国語
学
等
々
に
及
ぶ
幅
広
い
御
学
問
が、
い
ず
れ
も
心
理
学

と
深
い
関
係
を
有
し
て
い
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る。
乙
の
点
は、
ど
う
か
ど
稼
承
い
た
だ
き
た
い

と
思
う。

〈〉
本
摘
に
は、
な
お
不
備
な
点
が
多
い
と
と
と
思
う。
そ
れ
ら
の
点
に
つ
き、
緒
先
学
の
ど
批
正
を
仰
ぐ

ζ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る。

ー
東
洋
大
学
助
教
授
|
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